
異文化間コミュニケーション研究法入門

Nethod①書評･文献批判

r書評｣とは､単純に言えば､ある本の評価を表したものです｡積極的､肯定的に評価す

るものもあれば､批判的に評価するものもあり､また､その両方を含んでいることもあり

ます｡書評の内容はたとえば以下のようなものです｡

1 )その本の内容のまとめ

その本のテーマ､主な結論､分析方法や書き方など

2)その本への肯定的/批判的評価

その本の評価できる点､不十分な点や今後の課題とその根拠(誤りの指摘､客観性

やデータの不備に関する指摘など)

義単なる感想を書く読手感想文とは違って､より深く､文献を読む技術が身につき､批

判的に読むことで論理的な思考力も育ちます｡

このクラスでとりくむ書評では､以下のことを踏まえて書いてください｡

※異文化間コミュニケーション暮日本人論.日本文化論に関係すると思われる書籍を読むC

(1冊すべて読破してもいいです. 1章のみを取り扱ってもいいです｡友人とグループで1

冊の本を手分けして読んで取り組んでもいいです｡ )

※　評価は､肯定的な評価だけでなく､必ず､批判的な意見を入れるようにしてください｡そう

いうつもりで読んでみてください｡

※発表のとき､聞いている人にわかりやすいように下のフォーマットをもとにして発表してく

ださい｡

スケジュール

4月中　文献の決定と報告(個人､グループごとに研究室に本を持参して指導をうけてください｡ )

5月中個別に文献の読み込みと書評の件成(スランプ陥ったときは相鼓してください｡ )

6月中発表(一人(1グループ)の持ち時間は10分です｡)



異文化巾コミュニケーション研究法人frl

書評･文載批判

氏名

所員学琳学年

r頼み志向の日本人J

手鞠寧

2007年(康幸1982年)

本書は､多くの日本人論､日本文化論の中でも類似するもののないユニークな視点

で､日本の文他､日本人を描き出している｡その基本的テーマは､ r頼みの志向Jとい

う､何でも小さなものにしてしまう日本人独特の性責であもi

本書では､日本のありとあらゆる現象をこのr縮みJで説明しようとしたもので､たとえ

ば､青葉ひとつとっても日本人はrどうもありがとうございました｣という曹集を､ rどうもJ

だけで済ませた臥rパーソナルコンピューターJをrパソコンJとすぐに縮めてしまう｡そ

れ牲現代でもまったくかわることなく錬いてお臥時代を曲えた讐蓋的なEl本人の性賞

を聾者は見事に見抜いている｡丁子､歌舞伎.幕の内弁当､だるま､叢圭､そのすべて

に縮みの文化を見出していもさらに.今まで軟米替庫との比較ばかりが強鋼されてき

た日本文化槍の中で､最も近くて速い中､韓車との比較を耗みたからこそ､浮かび上が

一淋省略*********

しかしながら､紀速の中には､一缶不十分なものが見られる｡たとえば. r小型トラン

ジスタラジオで成功した`sONY-の社名は小さいという意味の. SONNYからとったものJ

で､会社そのものの縮み志向を表していると述べているが､この社名には‡ONUSという

ラテン盲で音､という意味の曹糞がもとになり､蕎単で世界中だれでも呼びやすい名に
ゝ社名をまえることが目的だったと､ $ONYのホームページ上でも書かれており､やや敦

慮しすぎた内専となっている｡さ引こ､残念に患われるの披最終章で､縮み志向から姓

がLJ志向に日本人が向かうことに雷癒し､ r鼻にならずに一寸法臓lこ｣と訴えているが､

現代のようなボーダレスな函館社会において舷がり志向が進んでいくことは､白鮭な凍

れだと考えられる｡若い世代は､自由に.留学や戟義､鰭蟻など閣壇を麓えで､世界で

活躍し､生活するようになった｡そのことが鬼になることだとは一概にいえない｡もし日

本の讐碑他を憂うのならそれはやはLJ時代鐘誤だとしかいえないだる5. 3

以下省略*******

本書は､その分析の蔑点､分析の用8Iの曇雷さ､讐遁性という点において､他の日本

人論とは一線を零した面白さがありお勧めである｡日本人白身がこれほど納得する内

容を韓JZI人が書いているということがそもそも驚きである｡これと同じレベルの韓属人鎗

コメントt$1);本の全体のテーマ

や内容をまとめましょう｡

コメントE?2):積極的評価のでき

る部分をまとめましょう｡

コメントFS3):本文から引用した

ものは､ ｢  ｣で書きましょう｡

コメントtS&J:批判的な評価をま

とめましょう｡その根拠や理由も

しっかり蕃きましょうQ


